
震災建築物の被災度区分判定基準及び復旧技術に係る講習会のご案内

鉄骨造建物の損傷評価法と令和 6年能登半島地震における被害状況

主催：高知県土木部建築課

講師：東京科学大学 多元レジリエンス研究センター長 吉敷祥一 教授

日時：令和８年 1 月２９日（木）１３時半～１６時半（予定）

場所：ちより街テラス（貸会議室１,２） 高知県高知市知寄町２丁目１番 37 号

今年度は、東京科学大学総合研究院教授の吉敷祥一先生をお招きし、能登半島地震学

校建築被災度判定WGでの調査、建築物被害の原因分析を踏まえた、今後の鉄骨造建築物

における耐震性能の確保・向上方策について上記のとおりご講演の予定です。是非ご参加く

ださい。

申込は下記の高知県電子申請サービスにてお申し込みください。

https://apply.e-tumo.jp/pref-kochi-u/offer/offerList_detail?tempSeq=17937

※本県においては、南海トラフ地震の事後の取り組みとして、被災後速やかに復旧・復興を実現

する必要があり、そのためには震災建築物の復旧・復興技術をより多くの建築技術者に習得し

ていただくことが重要であると考え、これを担う人材を育成することを目的とし毎年講習会を開

催しております。

＜問合せ先＞高知県土木部建築課 営繕企画担当 小松
〒780-8570 高知県高知市丸ノ内 1-2-20
TEL：088-823-9865／FAX 088-823-4119
E-mail：172101@ken.pref.kochi.lg.jp


